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漢方の健康堂薬局の店主　長澤昭と申します。

3月11日（金）に発生した東北地方太平洋沖地震により、被災された皆様に

対し、心よりお見舞い申し上げます。

発行済みのメルマガは、当店ホームページからご覧頂けます（一部を除く）。
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短編（科学のよもやま話）第１４８号

　　　　　　厚労省HPより
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厚労省HPより（多剤耐性アシネトバクター、NDM-1産生多剤耐性菌について

　　　　　　　の情報です）

◎ポイント

　　●多剤耐性菌とは、多くの抗菌薬（抗生剤）がきかなくなった細菌のこと

　　　です。

　　●健康な方については、一般的には、からだの中に入ったり、皮膚や粘膜

　　　の表面についたりするだけでは、すぐに病気になるわけではありません。

　　●しかし、からだの抵抗力が落ちているときなどには、多剤耐性菌による

　　　感染症にかかることがあり、この場合、抗菌薬（抗生剤）がきかないた

　　　め、治療が難しくなります。

◎多剤耐性菌とは？

　　●細菌のうち、変異して、多くの抗菌薬（抗生剤）がきかなくなった細菌

　　　のことです。

　　●なお、耐性菌・多剤耐性菌については、１９７０年代以降、MRSA（メチ

　　　シリン耐性黄色ブドウ球菌）が広がっており、２０００年代に入って、

　　　多剤耐性結核菌など、さまざまなものが全国に広がっていることが知ら

　　　れています。

◎感染経路について

　　●手などについた細菌が、何かのきっかけで、口などから入って感染しま

　　　す。

◎健康な方にとっての多剤耐性菌について

　　●感染力や病気をおこす力は、耐性菌ではない細菌と同じです。したがっ

　　　て、一般的には、健康な方のからだの中に入ったり、皮膚や粘膜の表面

　　　についたりするだけでは、すぐに病気になるわけではありません。 

◎どのようなことが問題になっているのですか？

　　●からだの抵抗力が落ちているときなどには、多剤耐性菌による感染症に

　　　かかることがあり、この場合、抗菌薬（抗生剤）がきかないため、治療

　　　が難しくなります。

◎感染しているかどうか心配なので、検査を受けたいのですが

　　●症状がなければ、検査をする必要はありません。

　　●膀胱炎や肺炎などの感染症にかかって、抗菌薬（抗生剤）などによる

　　　治療をしてもよくならない場合には、詳しい検査をする必要があります。

　　●詳しい検査ができるところは、専門の検査機関などに限られています。

　　　主治医が詳しい検査が必要だと考えた場合に検査をします。

◎体調が悪くて心配なときには？

　　●熱がでるなど、体調が悪いときには、早めに医療機関に受診し、必要な

　　　検査を受け、正しく診断をしてもらい、適切な治療を受けることが重要

　　　です。

　　●感染症にかかった人が、過去に飲み忘れて保管してあった抗菌薬（抗生

　　　剤）などを、自分の判断で飲むことは、多剤耐性菌を増やしてしまう

　　　ことがあるので、とても危険です。

◎家族が多剤耐性菌による感染症と診断されたときに注意することはあります

　か？

　　●患者さんのかかっている多剤耐性菌による感染症が、ご家族の方にうつ

　　　ることは、ほとんどありません。

　　●しかしながら、たとえば、手についた菌が口に入ってしまう場合などに、

　　　多剤耐性菌に感染することがあるので、患者さんに接触した後の手洗い

　　　はきちんとすることが大事です。

　　●特に、トイレを使用した後は、きちんと手を洗ってください。

　　●症状のないご家族の方には、日常の生活の中で、特別の対応をする必要

　　　はありません。

◎多剤耐性菌が問題となっている地域から帰国しましたが、検査をする必要は

　ありますか？

　　●症状がなければ、検査をする必要はありません。

　　●体調不良を感じたら、早めに医療機関を受診してください。受診する

　　　ときには、渡航先などを医師に話してください。

◎多剤耐性菌に有効な消毒方法はありますか？

　　●腸管出血性大腸菌（O-157など）やサルモネラなどの食中毒をおこす菌

　　　の消毒と同じように、加熱やアルコール系などの一般的な消毒薬が有効

　　　です。

以上、今週の内容でした。
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―[プロフィール]―――――――――――――――――[プロフィール]―

■長澤　昭（ながさわ　あきら）１９５２年　静岡県生まれ

１９８０年に薬局を創業。

２０００年、毎日新聞「アミューズ」に、「漢方薬に詳しい薬局」として、

全国わずか３５店のうちの１店として取り上げられる。

２００１年、約３００の病名・症状別の「病気別漢方選薬システム}を完

成させる。

現在は、当店ＨＰにて公開中http://www3.ocn.ne.jp/~kenkodo/m-magazine.html
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□登録／解除の方法　

　　　　↓  ↓  ↓

http://kenkodo.web.infoseek.co.jp/melmaga.html

（E-Magazineからご購読の方はこのメルマガの一番下に解除フォーム有り）

-------------------------------------------------------------

―――――――――――――――――――――――――――――――――
□注意・免責事項

◎一般の方向けの内容なので、厳密な医学用語は使用していません。医学

的な専門性から考えた場合、妥当でない表現があると思いますが、なるべく

平易な表現を使用するようにしてあります。

◎個別の健康相談を行うものではありません。

◎体の状態は個人によって異なっています。現在治療中の方はかかりつけ

　の主治医と相談をしてください。

◎ご自分の責任の範囲でご利用ください。記載内容を利用し生じた結果に

　ついて、当方では責任がとれませんのでご了承ください。

―――――――――――――――――――――――――――――――――
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